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地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉓

Monthly Happy Communications

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー

左から太田さん、熊谷さん、布目さん。メン
バー同士でお酒を飲んだり、一緒に写真撮
影に行ったりすることもあるとのことです。

鳥海山麓のとびっきりの一枚を集め、「写真展」開催中！
257人になりました。本市に住ん
でいなくても、カメラの経験がなく
ても誰でも歓迎なのだそうです。
３人は「今はＳＮＳなど交流の場
が広がっている。まず人の輪をつく
ることが地域活性化につながる
のではないか」「いろいろな鳥海山
の景色がある。地域の良さを発見
するためにも、たくさんの人に見て
もらいたい」と目を輝かせます。
　写真展は７月31日まで開催して
います。（９時から20時、入場無料）
とびっきりの一枚が集結
した写真展にぜひ足を
運んでみてください。

　「鳥海山麓の美しい景色を愛す
る会」による写真展が、フォレス
タ鳥海で開催されています。展示
されている作品は熊谷忠浩さん、
太田吉男さん、布目貞義さんなど
Facebookを通して集まった写真
愛好家による29点です。会長の
熊谷さんは「風景でもいいし、生
活の様子でもいい。縛りを設けず、
鳥海山麓のとびっきりの写真をみ
んなで見せ合おうというコンセプト
です」と笑顔で話します。
　熊谷さんが４年前にFacebook
上でグループをつくったところ、
徐々にメンバーが増え、現在は

写真展の会場。思わず
見入ってしまうような
美しい作品ばかり！

★詳しくは、Facebook
グループ「鳥海山麓の
美しい景色を愛する会」
のFacebookページを
ご覧ください。

◆28歳、岩谷町　◆好きな言葉　「龍が如く」。自分らしく、という意味合いで。
◆性格　好奇心旺盛で、まずはやってみるタイプ。ちょっと頑固、マイペース。
◆市内で好きな場所　近所の「ぽぽろっこ」です。家族でよく利用しています。
◆お世話になった方へ　入社してまだ１年ということで、会社の皆さんには
　仕事を一つ一つ丁寧に教えてもらい、とても感謝しています。

　龍さんは（株）三共スチール（にかほ市）に勤務し、板金
加工に従事して１年になります。「都内で約８年暮らし
ましたが、下の子が保育園に入れず、家族でＡターン。
地縁ですぐに就職でき、子ども２人は岩谷保育園のお世
話になっています」。接客業から製造業へ転身し、一から
のスタートに。「お客さんの顔が見えない分、丁寧な仕事
を心がけています」ときっぱり。
　「向こうでは気ぜわしい毎日でしたが、こっちでは近所
のおばあちゃんから子どもによく声をかけてもらったり
して、『来て良かった』と思います」と
話す龍さん。保育園の保護者会で役員
を務めており、「園行事の話し合いに参
加させてもらい、親子で関われている
ことを実感します」と充実感に満ちた
優しい笑顔を見せました。 子どもと一緒に

朝川　龍 さん
ASAKAWA  Ryu

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
み
、１
年
前
に
Ａ
タ
ー
ン！

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
み
、１
年
前
に
Ａ
タ
ー
ン！

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
み
、１
年
前
に
Ａ
タ
ー
ン！

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
み
、１
年
前
に
Ａ
タ
ー
ン！

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
み
、１
年
前
に
Ａ
タ
ー
ン！

気
ぜ
わ
し
さ
が
な
く
、「
来
て
良
か
っ
た
」と
思
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ま
す
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　「子吉川フェア」で、子どもたちがカヌー体験に挑戦。最初は水面
を吹く横風や向かい波に苦戦していましたが、次第にコツをつかみ、
バランスを取りながら気持ちよさそうにカヌーを操っていました。

（７月２日。関連記事は４㌻）
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市長室

　市長の長谷部です。６月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、
市ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

肉
用
牛
第
１
類
で
区
分
別
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

遠
藤
正
直
さ
ん
の
黒
毛
和
種
「
し
ず
く
号
」

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
公
開
研
究
会　

教
育
関
係
者
が
授
業
内
容
学
ぶ

「
市
身
体
障
害
者
協
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
深
め
る　

６月13日（火）
本荘幼稚園の皆さんからお花をいただきました
（応接室）

６月19日（月）
和歌山県九度山町長　表敬あいさつ（応接室）

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
」
に
つ
い

て
の
公
開
研
究
会
が
７
月
１
日

に
西
目
地
域
で
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た
教
育
関
係
者
な

ど
が
西
目
小
・
西
目
中
の
授
業

を
見
学
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

西
目
小
・
西
目
中
は
（
独
）

教
職
員
支
援
機
構
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
か
ら
３
年
間
「
新
た
な
学
び

に
関
す
る
教
員
の
資
質
能
力
向

上
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
校
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
開
研
究
会
は
最
終
年
度
に

当
た
っ
て
成
果
を
検
証
す
る
意

味
合
い
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠

く
は
高
知
県
な
ど
か
ら
合
わ
せ

て
約
４
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
目
小
学
校
で
「
こ
と
ば
集

会
」
や
３
年
生
の
授
業
な
ど
を

見
学
し
た
大
館
市
の
教
員
は

「
先
生
が
主
導
す
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち

で
ど
ん
ど
ん
活
動
を
進
め
て
い

る
の
が
印
象
的
。
友
達
か
ら
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
一
人
一
人

が
視
野
や
考
え
を
広
げ
て
い
く

様
子
が
見
え
て
素
晴
ら
し
い
」

と
感
心
し
た
様
子
で
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

第
11
回
由
利
本
荘
市
身
体
障

害
者
協
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が

６
月
23
日
に
ど
ま
ら
ん
ど
大
内

で
開
か
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
交

を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
体
力
の
維
持
増

進
や
相
互
の
交
流
、
社
会
参
加

の
促
進
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
て

い
て
、
こ
の
日
は
市
内
各
地
域

か
ら
合
わ
せ
て
70
人
ほ
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

る
人
、
年
に
１
度
の
こ
の
機
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
ど
の
参

加
者
も
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

和
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

佐
藤
茂
圓
さ
ん
（
76
歳
・
鳥

海
町
中
直
根
）
は
「
今
日
は
あ

ま
り
調
子
が
上
が
ら
な
い
け
ど
、

こ
う
し
て
み
ん
な
で
で
き
る
の

は
楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

「
第
19
回
由
利
畜
産
共
進
会
」

が
６
月
24
日
、
あ
き
た
総
合
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
に
か
ほ
市
の
畜
産
農

家
か
ら
肉
用
牛
62
頭
と
乳
用
牛

10
頭
の
計
72
頭
が
出
陳
さ
れ
、

９
部
門
で
発
育
状
況
な
ど
を
競

い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
生
産
者
が
見
守
る

中
、
審
査
員
が
部
門
ご
と
に
体

形
や
毛
並
み
、
肉
付
き
な
ど
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
真
田
幸
村
公
の
五

女
「
御
田
の
方
」
が
嫁
い
だ
地
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
「
御
田
の
方
」
出

生
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
和
歌
山
県
九
度

山
町
の
岡
本
章
町
長
が
、
昨
年
度
に
放
映

さ
れ
た
「
真
田
丸
」
の
ご
縁
に
よ
り
本
市
へ

お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

岡
本
町
長
は
、
19
日
か
ら
21
日
の
３
日
間
、

本
市
の
真
田
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
岩
城
地
域

の
妙
慶
寺
を
は
じ
め
、
文
化
施
設
や
観
光
資

源
な
ど
を
視
察
さ
れ
た
ほ
か
、
学
校
を
訪
問

さ
れ
、
本
市
の
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
真
田
丸
効
果
」
を
持
続
さ
せ

る
べ
く
、
相
互
誘
客
を
は
じ
め
と
し
た
観

光
振
興
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
荘
幼
稚
園
の
年
長
さ

ん
15
人
が
、
花
束
を
届
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
園

児
た
ち
の
心
温
ま
る
贈
り

物
に
、
心
か
ら
の
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
友

達
と
仲
良
く
、
元
気
に
育

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
こ
の
地
で
元
気
に

楽
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
長
児
の
元
気
な
歌
声
響
く　

「
保
育
園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

「
本
荘
地
区
保
育
園
こ
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
７
月
１

日
、
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
同

地
区
保
育
園
連
絡
協
議
会
（
藤

井
み
は
と
会
長
）
の
主
催
で
、

今
回
が
29
回
目
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
11
の

民
間
保
育
所
の
年
長
児
が
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
こ
れ

ま
で
練
習
し
て
き
た
歌
を
元
気

に
発
表
し
、
保
護
者
や
家
族
の

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
子
育
て
コ
ー
ナ
ー
や

遊
び
・
給
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
歳
の
結
翔
君
、
３
歳
の
翔

太
君
と
来
場
し
た
越
高
律
子
さ

ん
（
38
歳
・
一
番
堰
）
は
「
今

年
は
上
の
子
が
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
３
年
後
に
下
の
子
が
年
長

に
な
る
の
で
、
ま
た
楽
し
み
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

子
吉
川
と
親
し
む

「
第
22
回
子
吉
川
フ
ェ
ア
」

　

第
22
回
子
吉
川
フ
ェ
ア
が
７

月
２
日
に
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク

ア
パ
ル
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
川
に
親
し

み
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
親
子
船
上
観
察
や

カ
ヌ
ー
体
験
の
ほ
か
、
子
吉
川

に
関
す
る
発
表
や
展
示
、
水
辺

健
康
マ
ラ
ソ
ン
や
出
店
な
ど
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

カ
ヌ
ー
体
験
に
参
加
し
た
小

関
南
奈
さ
ん
（
11
歳
・
石
脇
）

は
「
カ
ヌ
ー
は
２
回
目
な
の
で

け
っ
こ
う
ス
イ
ス
イ
こ
げ
ま
し

た
。
服
が
ぬ
れ
て
し
ま
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　主な審査結果は次のとお
りです。
◎部門別団体賞
〈肉用牛の部〉
　優勝　東由利
〈乳用牛の部〉
　優勝　本荘・西目
◎団体総合成績
　優勝　東由利
◎区分別最優秀賞
〈肉用牛第１類〉
　遠藤正直さん（東由利）
〈乳用牛第９類〉
　土田雄一さん（仁賀保）
◎乳器特別賞
〈乳用牛第８類〉
　（農）新林牧場（西目）
〈乳用牛第９類〉
　土田雄一さん（仁賀保）

「
第
19
回
由
利
畜
産
共
進
会
」

家
畜
の
発
育
状
況
競
う　
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９
月
か
ら
11
月
に
か
け
、本
市
で
大
規
模
な
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
の
全
国
大
会
、
県
内
最
大
の
農
業
の
祭
典
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
到
来！　
み
ん
な
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

秋

第
○

第
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高
橋  

優 スガ  シカオ

ＰＵＦＦＹ
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９
月
か
ら
11
月
に
か
け
、本
市
で
大
規
模

ツ
の
全

6

ょ
う

「
み
ん
な
で
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う！
」

の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、周
知
と

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
担
当
者
た
ち
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　　田 キャラバン ミュージック フェス ２０１７
　　　

シンガーソングライターの高橋優さん（横手市出身）
が主催する大規模な野外音楽イベント。両日ともに
７組のアーティストの出演が予定され、２日間で約
１万６千人の来場が見込まれています。
※詳しくはイベント特設サイトをご覧ください。
　http://www.acmf. jp/2017/
　問 キョードー東北　０２２－２１７－７７８８
　　（平日10時～午後７時。 土 は午後５時まで）　

　　30回 ねんりんピック秋田 ２０１７

「全国健康福祉祭」（愛称：ねんりんピック）は、60歳以上の方を
中心に、あらゆる世代の人たちが楽しみ、交流を深める健康と
福祉の祭典です。本市ではソフトボールと剣道を開催。全国か
ら1600人を超える参加が見込まれています。
　※関連記事を「市政情報」（８㌻）に掲載しています。
　問　実行委員会事務局　☎ 65－３８２９

　　26回  全国市町村交流レガッタ由利本荘大会

「全国ボート場所在市町村協議会」（加盟32市町村）が持ち
回りで開催し、本市では22年ぶりの開催となります。
全国から約千人の来場を想定しています。
　問　スポーツ課　☎32－１３３４

　　140回  秋田県種苗交換会

本県最大の農業のイベントで、本市では18年ぶりの開催。
例年、期間中は約70万人の来場者でにぎわいます。
　問　種苗交換会事務局　☎ 65－２８０５

※各大会などの情報は本紙、
　ケーブルテレビ、市ホーム
　ページなどで随時、最新の
　情報をお知らせします。

期日◇９月２日(土)、３日(日)
会場◇鳥海高原花立牧場公園
　　　花立グラウンド

期日◇９月９日(土)～12日(火)　※交流試合は10日（日）から。
競技・会場◇ソフトボール（市ソフトボール場他）、
　　　　　  剣道（市総合体育館）

期日◇９月23日(土・祝)、24日(日)　会場◇子吉川ボート場

イ ベ ン ト  ・  大  会

期間◇10月31日(火)～11月６日(月)
会場◇市総合体育館、あきた総合家畜市場、カダーレ、シーガル他
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
総
務
課

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

（
市
役
所
２
階
）

☎
24―

６
２
１
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
総
務
課

〒
０
１
５―

０
８
０
１

由
利
本
荘
市
美
倉
町
27
番
地
２

☎
22―

４
２
８
２

　

平
成
30
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

・
行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級

お
よ
び
職
務
経
験
者
【
移
住
定

住
】
の
う
ち
か
ら
10
人
程
度

・
行
政
職
（
身
体
障
が
い
者
対

象
）…

１
人
程
度

・
技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者

【
移
住
定
住
】の
う
ち
か
ら
若
干
名

申
込
期
限　

８
月
15
日
㈫

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

受
験
申
込
書
の
請
求　

受
付
期
間

内
に
総
務
部
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
受
験
案
内
な
ど
の
申
込
関

係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
４
０
円
切
手
と
宛
先
お
よ

び
試
験
区
分
を
明
記
し
た
も
の
を

同
封
の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
総
務
部

総
務
課
の
み
で
す
。

市政情報

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
採
用
予
定
の
市
消

防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

採
用
人
数

・
消
防
職…

上
級
・
中
級
・
初
級

か
ら
若
干
名
（
救
急
救
命
士
を
含

む
）

※

救
急
救
命
士…

救
急
救
命
士
資

格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
29
年

度
実
施
の
国
家
試
験
で
資
格
取
得

で
き
る
見
込
み
の
方

第
１
次
試
験
日　

10
月
15
日
㈰

試
験
会
場　

市
消
防
本
部

申
込
期
間　

７
月
18
日
㈫
〜
８
月

31
日
㈭
必
着

受
験
申
込
書
の
請
求　

受
付
期
間

内
に
市
消
防
本
部
総
務
課
ま
た
は

本
荘
消
防
署
、
矢
島
消
防
署
で
配

布
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
）
と
宛
先
お
よ
び
試
験
申
込
者

の
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
明
記

し
た
も
の
を
同
封
の
上
、
左
記
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

受
験
案
内
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市政情報

ア：平成２年４月２日から平成８年
　４月１日までに生まれた方
イ：平成８年４月２日以降に生まれ
　た方で大学を卒業または平成30年 
　３月卒業見込みの方

平成２年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方
（大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

平成４年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた方
（大学、短期大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

以下の全て（各職種ごとの受験資格を含む）に該当す
る方で、由利本荘市への移住および定住を希望する方
①現在県外に居住し、県外での職務経験年数が５年以
　上の方
②採用後に由利本荘市に居住する意向がある方

昭和56年４月２日から平成３年４月１日までに生ま
れた方で、一級土木施工管理技士の資格を有し、かつ
民間企業などにおける土木工事の設計・施工管理など
の職務経験が５年以上（平成30年３月31日現在で５
年見込みの場合を含む）の方

昭和56年４月２日から平成12年４月１日までに生ま
れた方で、身体障害者手帳の交付を受けている方
自力で通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が
可能である方で、活字印刷文による出題および口頭に
よる試験（個別面接）に対応できる方

昭和56年４月２日から平成３年４月１日までに生ま
れた方で、民間企業などにおける職務経験が５年以上
（平成30年３月31日現在で５年見込みの場合を含
む）の方（学歴区分なし）

ア：平成４年４月２日から平成１０
　年４月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成２年４月２
　日以降に生まれた方（大学を卒業
　もしくは平成30年３月卒業見込み、
　またはこれらに相当する学歴を有
　すると認められる方を除く）

ア：平成６年４月２日から平成12年
　４月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成２年４月２日
　以降に生まれた方（大学、短期大学な
　どを卒業もしくは平成30年3月卒業
　見込み、またはこれらに相当する学
　歴を有すると認められる方を除く）

※試験区分の併願（消防職員を除く）はできません。
※「大学」には、「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上でその
　他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの）で文部科学大臣が指
　定したもの」を含みます。
※「短期大学」には、「高等専門学校」「専修学校の専門課程（修業
　年限が２年以上で、かつ、１６００時間以上の授業の履修を義務付
　けている課程）」を含みます。また、大学に２年以上在学し、62単
　位以上を修得した方も短大卒扱いとします。
※職務経験年数では、アルバイト、パートタイマー・臨時職員などの
　正職員ではない経験年数を対象外とします。

受験資格
（アまたはイに該当する方）

受験資格試験区分

第１次試験期日・会場…９月17日㈰　市民交流学習センター
受付期間…７月18日㈫～８月15日㈫

試験
区分

行政職
（身体障がい者対象）

行政職

技術職
【土木】

職務経験者
【移住定住】

行政職（中級）

行政職（初級）
技術職【土木】（中級）

技術職【土木】（初級）

中　

級

上　

級

初　

級



問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
24―

６
２
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
０

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

市政情報

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
か
ら
現
況
届
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
毎
年
８

月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
対
象
者

に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
期

間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
な
い
と
８
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
満

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な

い
児
童
の
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
、

父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
父
ま
た

は
母
が
重
度
の
障
が
い
者
（
児
童

扶
養
手
当
法
の
定
め
る
程
度
の
障

が
い
）
の
場
合
に
も
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
児
童
１
人
の
場
合

　

月
額
４
万
２
２
９
０
円
〜
９
９

　

８
０
円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
２
人
目
の
加
算
額

　

月
額
９
９
９
０
円
〜
５
千
円　

　

（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　

月
額
５
９
８
０
円
〜
３
千
円　

　

（
所
得
に
応
じ
た
額
）

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
受
給
者
ま
た
は
児

童
に
係
る
公
的
年
金
を
児
童
扶
養

手
当
額
以
上
受
け
ら
れ
る
場
合
、

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護

す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

▽
手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
障
が
い
等
級
が
１
級
の
場
合

　

児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
５
万
１
４
５
０
円

○
障
が
い
等
級
が
２
級
の
場
合

　

児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
３
万
４
２
７
０
円

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
児
童
が
公
的
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

市政情報

国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
70
歳
〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、

８
月
か
ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
７
月
中
旬

以
降
に
発
送
し
ま
す
。
お
手
元
の

受
給
者
証
は
有
効
期
限
が
切
れ
ま

し
た
ら
、
は
さ
み
な
ど
で
裁
断
し

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の
方

は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま

す
。
８
月
２
日
以
降
誕
生
日
を
迎

え
る
方
に
は
、
誕
生
月
の
月
末
に

受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
』
）
の
提
示
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市

民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
の
窓
口
に
て
交
付
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
も
、
８
月
１
日
以

降
引
き
続
き
高
額
な
医
療
費
が
発

生
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
（
７

月
24
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
〜
74
歳
で
課
税
世

帯
の
方
は
「
高
齢
受
給
者
証
」
の

負
担
割
合
で
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
「
町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き

　
　
　

ア
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
事
業
」

　

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
が
地
域

の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
「
夢
の
実
現
」
や

「
課
題
解
決
」
を
行
い
、
自
主
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
目
指
す
事
業

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
事
業　

町
内
会
や
そ
の
連
合

体
が
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど

事
業
実
施
時
期　

平
成
30
年
３
月

ま
で
の
事
業

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内

※

補
助
限
度
額
10
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

①
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事
業

②
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

る
事
業

◇
「
一
般
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

　

を
追
加
募
集

　

市
民
団
体
な
ど
が
行
う
、
地
域

の
文
化
・
交
流
・
観
光
事
業
や
地

域
づ
く
り
・
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

対
象
事
業　

地
域
住
民
が
連
携
し

て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど

事
業
実
施
時
期　

平
成
30
年
３
月

ま
で
の
事
業

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３
以
内
（
環
境
美
化
活
動

な
ど
は
10
分
の
９
以
内
）

※

補
助
限
度
額
50
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

※

予
算
を
超
え
る
要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

①
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事
業

②
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

る
事
業

③
修
繕
料
、
委
託
料
、
工
事
請
負

費
の
み
の
事
業

④
物
販
が
主
目
的
の
事
業

提
出
書
類
・
提
出
期
限
（
２
事
業

共
通
）　

８
月
18
日
㈮
ま
で
、
事

業
要
望
書
と
添
付
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

市政情報

市
民
団
体
や
町
内
会
な
ど
が

行
う
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
30
回

全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１

７
）
」
で
は
、
本
市
で
も
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
」
と
「
剣
道
」
の
２
種

目
の
交
流
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、

６
月
末
ま
で
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
人

数
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
募
集

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
約
１
６
０
０

人
の
参
加
者
を
「
お
も
て
な
し
」

の
心
で
温
か
く
歓
迎
す
る
た
め
、

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

活
動
期
間　

原
則
と
し
て
９
月
10

日
㈰
か
ら
12
日
㈫
ま
で

活
動
場
所

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
、
由
利
運
動
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
矢
島

多
目
的
運
動
広
場
・
矢
島
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
、
市
鶴
舞
球
場

○
剣
道　

市
総
合
体
育
館

活
動
内
容　

各
会
場
の
受
付
・
休

憩
所
・
環
境
美
化
に
関
す
る
業
務

な
ど

募
集
人
員　

各
会
場
１
日
当
た
り

20
人
程
度

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
の
方

※

18
歳
未
満
の
方
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

募
集
延
長
期
限　

７
月
31
日
㈪

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
、
市
実
行
委
員
会

事
務
局
や
長
寿
支
援
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

市政情報

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す

現
況
届
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
支
援
課

障
が
い
支
援
班

☎
24―

６
３
１
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

広報ゆりほんじょう 平成29年７月15日号

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

由
利
本
荘
市
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
０
１
８
―
０
７
９
５　

由
利
本
荘
市
岩
谷
町
字
日
渡
１
０
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
65―

３
８
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65―

２
９
０
２

Ｅ
メ
ー
ル
：choju@

city.yurihonjo.lg.jp
限
度
額
適
用
認
定
証
の

　
　
　

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間で
の世代間の公平が図られるよう、負担能力に応じたご負担をいただく必要があります。 
　そのため、平成29年８月から、70歳以上の皆さまの高額療養費の上限額が変わりま
す。皆さまのご理解をお願いいたします。

※１　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）
　　の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。 
※２　過去12カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から　
　　「多数回」該当となり、上限額が下がります。  
問い合わせ先　市民課または各総合支所市民福祉課
◇国民健康保険の方：☎２４－６２４５　
◇後期高齢者医療制度の方：☎２４－６２４４

　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額
を超えてお支払いいただいた分を払い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の
所得に応じて決まっています。
　平成29年８月から、70歳以上の方の上限額が下表のように変わります。

高額療養費の上限額が変わります
平成29年8月から、70歳以上の皆さまへ

70歳以上の方の上限額（月ごと）

高額療養費制度とは

平成29年8月から平成29年7月まで

どの適用区分に該当するかは、被保険者証、高齢受給者証または
限度額認定証でご確認いただけます。

80,100円
＋（医療費－267,000円）

×1％
〈多数回44,400円※2〉

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

44,400円
課税所得
145万円以上
の方

課税所得
145万円未満
の方(※1)

住民税
非課税世帯Ⅱ

住民税
非課税世帯Ⅰ
（年金収入80
万円以下など）

12,000円 44,400円

24,600円

15,000円

8,000円

適用区分

現
役
並
み

一　

般

住
民
税
非
課
税

80,100円
＋（医療費－267,000円）

×1％
〈多数回44,400円※2〉

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

57,600円

14,000円 57,600円

24,600円

15,000円

8,000円

〈多数回44,400円※2〉【年間上限：
144,000円】


